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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

訪問調査日 令和　5年　8月　9日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和５年７月４日 令和５年１０月２５日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印
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1  自己評価及び外部評価結果

2694100328

法人名 株式会社サンガジャパン

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 毎日ご利用者様と一緒に手作りのおやつを作って提供しています。
ワンユニット9名と少人数に対して職員も充実しており手厚い介護を行っています。

なぎつじグループホーム事業所名

 

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
なぎつじグループホームでは、おやつを利用者と職員で考えて、毎日手作りおやつを利用者と一緒に
作っています。おやつはどら焼き、水ようかん、ホットケーキ、水無月、フレンチトースト、メロンパフェ、
桜餅、イチゴ大福、たこ焼きなど、レパートリーも広く好評です。そして、技能実習生のネパールとインド
ネシアの職員もそれぞれに、お国のお菓子や料理を披露して喜ばれています。また、食レクの日には
誕生日の方の好みを聞いて、豪華な食事や手作りのケーキ、職員の心のこもったプレゼントでお祝い
をされています。居室の見学時も、利用者は、手作りの作品や職員から送られたプレゼントを枕元に大
切に置いてあるのを見せて頂きました。法人のエリアマネージャーが研修担当で資料を作成し、サンガ
ジャパンの職員として質の向上を目指し、各事業所を回り取り組まれています。昨年のクリスマスには
社長が「明るい地域を」とのテーマで、各事業所でのイルミネーション作成を奨励し、イルミネーション
ション大賞で表彰することで職員の士気を鼓舞しています。今年のバレンタインデーには利用者にクッ
キーとメッセージカードを作ってもらい、利用者の家族を訪ね、プレゼントを渡して喜んでもらうなど、職
員のチームワークはよく、利用者と共にする活動をたくさん取り入れています。

基本情報リンク先

京都府京都市山科区椥辻封シ川町４３－２所在地

一般社団法人　京都ボランティア協会

所在地

評価機関名
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京都府　なぎつじグループホーム

自己評価および外部評価結果  

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

当社独自の認知症ケアマニュアル「GG式認
知症ケアマニュアル」があり職員が実践を
行っている。しかし地域への発信には現在
繋がっていない。

法人理念、感動介護憲章及び職員行動指
針（クレド）の唱和を朝礼時に行っている。
理念に沿った目標を掲げ、管理シートで共
有している。

法人の理念を「共に生きる」とし、「『家族主
義』と『現場主義』をモットーに、地域から世界
に広がる感動介護を実現・・中略・・共に生き
る社会の実現」を目指している。翔鷹館1号
館は「自分らしく生きる“十人十色の介護”」と
定めパンフレットに明記している。職員は、朝
礼で法人理念と１０か条の行動指針を毎日
一つずつ全員で唱和し、基本事項の徹底を
意識している。利用者・家族への理念の周知
は入居の時に説明したり、玄関掲示板や
ホームページ、に掲載している。管理者は職
員からの意見を具現化する時には理念に
沿って考えている。

コロナ禍もあり、交流機会は減少した。
イベント等の様子を広報誌にして発信してい
る。
町内会に加入は継続しており、町内会から
連絡いただいた内容には協力している。

近隣小学校のPTA行事である「健康すこやか
花まつり」が開催されるのを、運営推進会議
で聞いて、利用者と一緒に参加をしている。
去年の１２月にはホームの周囲にイルミネー
ションを飾りつけ、近隣の方々に喜んでいた
だいた。地域の人から収穫した野菜をいただ
くこともある。ボランティアはパステルアートの
講師、セラピードッグ、フラダンスなど、多方
面にわたり、様々な方に来ていただき、利用
者が喜ばれている。

地域住民との連携の方法を検討され
ることを期待します。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

1/12



京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

虐待防止研修を年２回実施している。職員
面談の中でも認知症ケアについての悩み等
も確認し、気を配るようにしている。

地域包括支援センターの方には毎回運営
推進会議に参加いただき、当事業所の取り
組み内容を報告し、また地域での行事内容
等の情報をいただき、ご意見をいただいて
いる。

山科区役所の担当者には報告や相談に行
き、連携を保っている。行政主催の研修等の
案内はいただいているが、参加できていな
い。

身体拘束排除についての研修を年２回実施
している。職員に対してチェクシートを定期
的に実施して意識向上を図っている。

虐待・身体拘束防止研修は年間計画に２回
定められ、研修後に議事録を作成している。
施設全体で、身体拘束適正化委員会を設
け、施設長、各事業所管理者、介護職員１名
ずつを委員とし、3か月ごとに開催している。
委員会で取り上げた研修動画を、職員は視
聴している。職員は、スピーチロックや、落ち
着かれない時などの薬の過剰摂取がないよ
うに気を付けている。センサーマットは使って
ないが、転倒予防のためセンサーは使ってい
る。身体拘束チェックシートや虐待チェック
シートを定期的に使い、振り返っている。

2か月毎に開催し、ご意見を聴取しており、
日々の運営に反映させている。

運営推進会議は、偶数月に年６回開催し、議
事録を作成している。職員２名、地域包括支
援センター担当者、勧修学区自主防災会長、
勧修学区自治連合会会長が参加している。
会議には家族に参加して貰えていないので、
10月から家族にも案内を配布する予定で検
討をしている。会議の議題は利用者の現況、
行事や活動報告の上で、意見交換している。
メンバーからは地域の様々な情報提供を受
けている。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

研修への参加を促し、資格取得に向けた情
報提供を行っている。新人職員にはメンター
制度を設け、育成カリキュラムに沿って援助
している。

毎月、ミーティングを開催し業務内容や業務
改善にむけた話し合いを実施している。また
3か月に1回職員面談も実施し職員の思い
等も聞き取りを実施。

職員会議や研修は、全員が参加できる体制
でおこない、意見が言いやすい雰囲気づくり
を心がけている。日々のやり取りの他に、年
２回の人事考課の面談に加えて、３カ月ごと
に面談をおこない、意見・要望を聞いている。
職員アンケートはパソコンで法人のフォーム
に入力し、当ホームの部分のみ、口答で
フィードバックがある。職員からは、ユニット
のキッチン出入口の改良に関する意見が出
され、反映されている。

面談を通じて個々の目標を確認して、現在
の状況も一緒に確認を行い、身体面とメンタ
ル面も含めて確認を行っている。

重要事項説明書に基づいて説明を行い、ご
理解を得て、入居契約を締結している。改定
時は覚書を作成しご理解をいただき同意書
をいただくこととしている。

ご家族様に入居者様の状態報告の連絡を
行い、ご意見、ご要望を伺うようにしている。
事業所玄関にご意見箱を設けご意見を頂け
る環境を作っている。

日々の生活の中で聞いた利用者の意向は
「介護記録」に記入している。家族から聞いた
意向は「ご家族様との連絡シート」に記入し、
職員で共有している。家族からは、入居者の
状態報告をおこなった時や、来所時に意向を
聞いている。例えば、皮膚の敏感な方につい
ては、介護時の支援の方法を見直し、心配の
声に応えている。

内部研修を実施して、パンフレットをファイリ
ングして閲覧できるように設置し、制度の理
解を深めるようにしている。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

面会に来ていただき、物品の補充等もご家
族に連絡を行い、面会の機会を設けるよう
にしている。

意向を伺う中で、福祉用具であったり訪問
歯科、訪問マッサージなどの提案を行い、
様々な方向から支援させていただき、安心
及び快適に過ごしていただけるように努め
ている。

家庭的な雰囲気の中で、物事に対して一緒
に取り組む姿勢で臨むこととしている。ご本
人ができる事は実施していただき、できない
所はそっと支援することに努めている。

入居者本人様は環境の変化により不安な
事が多く、混乱される方もいる、職員一人一
人が寄り添い傾聴し、本人様の不安が軽減
できるように支援を行っている。また情報共
有も職員間で行い適切な支援、声掛けがで
きるよう努める。

入居前にご家族の思いを聞き取り、意向の
把握に努めている。ご入居いただいてから
ご生活の状況報告や施設での相談事も積
極的に行い関係作りを行い信頼いただける
よう努めている。

社内のグループホーム事業所内で「サービ
ス向上委員会」として現在リモートで開催
し、サービスの質の向上に向けて話し合う機
会を設けている。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

各入居者様に担当職員を決め、その方その
方の思いを聞き取れるように取り組んでい
る。ミーティングにおいて情報共有に努めて
いる。自らの思いを伝えにくい方には、ご家
族と情報共有し思いを聞き取る様にしてい
る。

入居までの生活の仕方等の情報を収集し
て、暮らしの環境をアセスメントシートにまと
めているが、生活歴、既往歴、職業歴等は、
家族などから聞いているものの情報は少な
い。入居者一人一人に担当職員を決めて、
思いを聞きとれるように努め、把握したこと
は、職員会議で今の入居者の様子を確認・
共有し、入居者に寄り添うケアに努めてい
る。誕生日には、その方の食べたい物を選ん
でもらい、思いを反映できるようにしている。
意思表示されない利用者は、家族から情報
を貰い、本人本位に検討している。

入居時に聞き取りを実施している、また入居
されてからも日々のコミュニケーションの中
で新しい情報を伺い、職員間で共有を行っ
ている。

利用者関係に配慮して、配席を検討し変更
を実施して柔軟に対応している。意思疎通
が難しい方には職員が間に入って間を取り
持っている。

退居される方には、ご家族様を通じて退居さ
れた後も何かあれば気軽に相談しやすいよ
うに声をかけている。

コロナ禍により制限もあったため十分な交
流ができなかった、ご家族及び親族とは面
会を交えて交流ができている、また散歩やド
ライブ等の外出も解禁として関係が途絶え
ない様に取り組んでいる。

利用者の旧来の友人が面会に来られること
があり、馴染みの関係が継続できている方も
ある。家族に伝えて、馴染みの美容室や百
貨店への買い物に連れて行ってもらうことも
ある。利用者の馴染みの場所などは、アセス
メント時及び入居後に、日々のやり取りの中
から、情報収集して、日々の支援に役立てて
いる。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

介護記録のファイルに計画書を挟み込み、
計画書の内容を確認しながら実践、記録を
行っている。

一人一人のアセスメントを実施して、その方
の求めていることを確認して、おやつ作りに
参加いただいたり、花壇の作成、水やり等、
楽しみが生きがいになるように支援してい
る。

毎月のモニタリングを活用し、ケアマネが確
認しアセスメント変更時には職員に伝達し、
必要性があればケアプランの更新を行い情
報共有に取り組んでいる。

モニタリングを毎月実施し、毎月の会議で検
討し、計画の見直しを行っている。変更時に
は本人や家族様に説明しご意見をいただく
ようにしている。

ケアプランは原則として６か月ごとに更新し、
再アセスメントシートも作成している。家族の
意向や医療情報も事前に貰ったうえで、サー
ビス担当者会議の要点にまとめている。介護
計画には、ケアプラン２表の内容を受け、
サービス内容を実現するために、「外出や行
事、レクに参加」「できることが継続できるょう
に見守りや声掛けをする」等々、より具体的
な援助内容を記述している。介護記録は手
書きで毎日作成され、１枚の用紙の上部には
バイタル、食事や水分摂取量、排泄、入浴、
服薬等のデータがまとめられている。その下
部には時系列ごとの利用者の様子をケアプ
ランの支援内容の該当項目番号を添えて簡
潔に書いている。しかし、特記事項はごく一
部しか記入されておらず、本人の表情などは
把握できない。かつその事項記述が介護日
誌と重複記入の箇所もある。モニタリングは
所定の用紙で毎月行い、それをもとに３カ月
ごとにグループホーム会議で協議してる。ケ
アプランの項目を継続、変更、中止するかど
うかの判断を決める詳細な議事録は作成さ
れていない。ケアプラン変更の基準もまとめ
られていない。

介護記録の特記事項は、詳細に記入
することが求められる。それがモニタ
リング、ケアプラン更新時の参考資料
となります。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

契約時に重度化した場合の指針及び看取り
の指針を説明し同意をいただいている。状
態変化等により必要時は主治医を交え家族
様に状態の説明を行っていただき、看取り
期の場合は対応を説明しご理解を得るよう
に取り組んでいる。

契約時に家族・本人に看取りについて説明
し、重度化した時には主治医の判断で、家
族、管理者、看護師を交えて医師の説明を聞
いている。事業所での看取りを希望された時
は、家族に訪問看護師と契約してもらってい
る。職員の看取り研修は毎年おこなっている
が、今までに実績はない。

介護職と看護師との連携も施設で直接雇用
で担っているため、情報共有は行いやすく
無駄なく伝達できている、GH配置看護師は
非常勤であるため、他部署NSにも情報共有
は行い、何かあれば即対応できる体制を
作っている。
入院時には往診医に連絡を行い、入院先医
療機関に診療情報を速やかに提供できるよ
うに依頼している。また入院後施設看護師
によりサマリを作成し日々の生活状況が入
院先にわかるように情報提供を実施してい
る。

コロナの影響もあり、地域資源の活用は乏
しかったが、今後地域のコンビニやスー
パーへの外出も検討し本人がほしい物を自
ら購入等できるような取り組みを実施した
い。

入居説明時に今までのかかりつけの先生に
お世話になるか施設往診医に変更されるか
を確認し、希望を伺っている。往診時には看
護師が付き添いを行い、日々の生活状況及
び医療的な部分の報告、相談を行っている

入居時、利用者・家族に主治医について説明
して、希望を聞いている。今は、全員が協力
医による訪問診療で月2回受診している。診
察時は看護師が付き添い、薬剤師が同席し
ている。医師の処方により、薬を一包化して
届け、看護師が薬の管理をしている。歯科医
師の訪問診療と歯科衛生士の口腔ケアは、
希望者が受けている。歯科医師は診療計画
と助言・指導書を作成している。看護師はグ
ループホームの職員であり、週１日の勤務
で、診察時の付き添いや薬の管理などの健
康管理をおこなっている。緊急時は協力医療
機関の２４時間オンコールで、相談ができ指
示を仰げる体制がとられている。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

利用者様の誕生日などでは、ご自身が召し
上がりたい物などをヒヤリングしてご自身が
食べたいものを考え、選択していただき、で
きる限りその思いに則した食事やおやつを
考案して対応している。

年２回消防訓練を実施している、また非常
災害時の研修を実施し、食料と水を備蓄し
ている。

年2回、併設事業所と一緒に昼・夜想定で、
初期消火、通報、避難誘導の訓練をしてい
る。コロナ禍で消防署には来てもらえていな
かったが、令和5年3月に来てもらい、消火器
の訓練も実施した。消防署からは、「居室、ト
イレ、風呂場での利用者の確認を忘れないよ
うに」と指導をもらっている。近所には、訓練
のお知らせをしてなかった。法人の研修担当
から、地震や火災時などの「非常災害時に気
を付けること」の研修を受けている。備蓄は
食料・水などを、2階の倉庫で管理している。
AEDは設置しているが、取り扱いの訓練はで
きていなかった。

消防訓練の時は近隣へのお知らせ
と、消火器やAEDの取り扱いの訓練
時には、住民にも参加をしてもらえる
様に計画して働きかけられることをお
勧めします。

接遇や認知症対応の研修を実施している。
入職時には「寄り添い５ヶ条」という当グルー
プの資料を基に研修を実施し意識付けを
行っている。

法人の研修担当者が「介護現場でのプライ
バシー保護」研修を実施し、研修後に職員は
レポートを作成している。入職時の接遇研修
では、社会福祉法人元気村グループ発行の
「寄り添い5ケ条」のテキストで、笑顔での対
応や丁寧語での声掛けについて学んでい
る。利用者の呼称は希望を聞き、姓や名前に
さんをつけて読んでいる。便の確認は居室で
おこない、入浴時に裸の時は必ずバスタオル
をかけるように心がけている。利用者が不安
になられた時は寄り添い、話をしっかりと聞く
ようにしている。職員の言動で気になる時は
個人的に注意をしたり、会議のテーマにして
みんなで話し合っている。

事故や急変時の対応について、研修を交え
手順を確認している。事業所に急変時の対
応の手順を示したものを掲示している。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

献立は栄養士が作成してくれており、毎日
のカロリー等を計算された食事提供を行っ
ている。食事摂取量や摂取水分量もチェック
表を用いて確認をしている。

口腔内の清潔を保っていただけるように、毎
食後案内を行っている。その方その方に適
した口腔ケア用品をご家族に用意していた
だき実施している。

衣類に関しては家族様に持参いただき、そ
の中でご本人に衣類を選んでいただきご支
援する。また訪問カットにてご本人に要望を
伺い実施している。

食事は委託業者により提供していただいて
いる。利用者の嗜好等も踏まえて毎月の給
食会議で検討している。季節を感じていただ
けるようなイベント食や毎日のおやつ作りで
は入居者の意向を反映できるように取り組
んでいる。

委託業者の管理栄養士が立てた献立で、１
階の厨房で調理し、お盆にのせて運ばれて
きている。毎月の給食会議で、利用者の嗜好
や食べている様子を話し合い、利用者の好き
な献立を多く取り入れている。暦の行事は委
託業者が、献立に入れている。利用者はテー
ブルを拭いたり、下膳や食器洗いをおこなっ
ている。月1回の食事レクリエーションは、誕
生日の方を中心に希望を聞いているが、他
の方の希望も取り入れている。おやつは利用
者も一緒に作れるように計画を立て、毎日手
作りのおやつを提供している。どら焼き、水羊
羹、水無月、フレンチトースト、イチゴ大福や
メロンパフェーなど、レパートリも広い。技能
研修生の職員も、国の料理やおやつを披露
して、利用者に喜ばれている。年末の手打ち
の年越しそばや味噌づくりは、利用者や職員
でおこなうなど、食べることへの楽しみごとを
豊かにしている。

その方その方の日常生活を把握し、施設の
日課とご本人の日課を融合させ、本人の
ペースでその日の状態に合わせて支援して
いる。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

週2回の入浴機会を確保している。曜日はこちら
で一応決めさせていただいているのが現状であ
るが、気分がすぐれない等の本人希望があると
柔軟に曜日変更させていただき、本人のご希望
に沿う形で対応をしている。ゆず風呂、みかん風
呂、菖蒲湯など定期的に替わり湯も提供してい
る。

週２回の入浴を基本として、午前中にしてい
るが、利用者の希望で、午後から入られるこ
ともある。１日３人の入浴で、月～土が入浴
日になっている。、同性介助や湯温、湯量、
などは利用者の希望に合わせている。浴槽
の湯や足ふきマットは一人ずつ変えている。
馴染みの柚湯やしょうぶ湯を楽しまれ、風邪
予防にミカン風呂もしている。好きな方には
入浴剤で、替わり湯をして、喜んでもらってい
る。立位がとれない方は２人介助で、シャ
ワー浴をしている。入浴拒否の方は、ズボン
を脱ぐとあきらめて入られるので、きっかけを
作るようにし、無理強いはしないようにしてい
る。

一人一人の身体状況に合わせて、臥床する
時間を設け、フロアで眠気に誘われている
方がいれば、昼寝の時間を設け、寝すぎな
いように声をかけ対応をしている。

排泄チェック表にて排泄パターンの把握に
努め、日中のお過ごし時に仕草や行動時に
そっと声をかけ誘導している。夜間オムツ対
応の方も日中はトイレ誘導を行い、トイレで
の排泄を意識している。

排泄パターンは排泄チェック表で把握し、仕
草や、行動を見ながらトイレへの誘導をして
いる。車いすを利用し、紙おむつを使われて
いる方は、居室でおむつ交換をしている。尿
意を感じない２人の方は、リハビリパンツで、
その方に合わせて誘導している。夜間は尿
意を感じない方と車いすを利用している方は
居室でおむつ交換をおこない、他の６名の方
は自分でトイレに行かれている。自立に向け
た支援の事例は、病院からの退院時は、車
いすを利用して、バルーンを付けて、紙おむ
つを使われ、褥瘡ができておられたが、入居
後、褥瘡が治り、バルーンを外し、リハビリパ
ンツに変えて、トイレ誘導することで、尿意も
感じられ、トイレでの排泄が出来るようになら
れた。その方は食事もムース食だったが、普
通食が食べられるようになり、生き生きと生
活をしておられる。

朝食時は牛乳を提供している。毎日の体操
にて身体を動かしていただいている、排便
チェック表にて排便パターンの把握に努め
誘導を実施、便秘症の方には往診医に相談
の上、緩下剤の服用も実施。
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京都府　なぎつじグループホーム

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部
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自己評価

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

家族様に電話を掛けたいとの要望があれば
電話をさせていただき、本人様とつなげさせ
ていただいている。ご家族から電話が入っ
た際もご要望をうかがい、順次取り次いでい
る。

コロナ禍であった時期は外出を見合わせる
事がほとんどであったが、昨年の秋には紅
葉ドライブを実施し外出を行なう。施設敷地
内ではあるが花壇を作成し水やりなどで屋
外に出て外気浴を楽しんでいただくことから
始めている。

コロナ禍の時は施設外に出られなかったの
で、花壇を作り、水やりや外気欲を楽しんで
いた。今年の５月からは、施設周辺や近くの
封シ川までは散歩に行けるようになった。ドラ
イブでは昨年の秋に醍醐寺に紅葉を見に行
き、今年の春には桜を見に、大宅の公園まで
車２台を使い全員で行っている。

お金の管理は施設では行っていないが、ご
自身が責任を持って管理されている方はい
る。自動販売機等でドリンクを購入すること
は可能である。基本的にはご家族様に依頼
し物品を持参いただいている。

薬事情報を個人ファイルに閉じ、職員間で情報
がつかめるようにしている。また看護師より副作
用の作用にて注意な方等は各職員へ申し送り注
意を払うようにしている。薬や服薬状況の変更時
には様子観察を強化し記録をとり、看護師、医師
に状況報告を行っている。

定期的なイベントを開催、ボランティアさん
によるドッグセラピー等を実施、毎月のカラ
オケ喫茶を施設内で開催し喜んでいただい
ている。
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外部評価
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外
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52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

洗濯や物をたたむ、食器の片づけ等、でき
ることをお願いしている。またトイレの場所
がわかるように張り紙を張りご自身で場所
が理解できるように環境を整備している。

ソファーを設置しゆっくりと過ごして頂ける環
境を整備している。テレビを見る場所、創作
活動を行う場所を概ね定め個々に活動して
いただいている。

居室内には、電動ベッド、防炎カーテン、エ
アコン、照明を施設で設置している。それ以
外は入居の際にご家族に依頼して、本人の
馴染のなる物をもって来ていただくように声
をかけさせていただいている。

介護用ベッド、カーテン、空調、照明、クロー
ゼットが備え付けられている。利用者は馴染
みのタンスやご主人の遺影、若い時の写真、
孫やひ孫の写真を飾っている。レクリエーショ
ンで作った作品や誕生日に、職員からプレゼ
ントしてもらった色紙を枕元に大切に飾って
いる。テレビは８人の方が持ってこられ、７時
以降は居室でゆっくりと過ごされている。

フロア（食堂）のテーブル及び席も利用者様に配
慮させていただき、トラブルの無いように対応をし
ている。フロアーもゆったりとしており、装飾は季
節の創作を展示して季節感を感じていただける
よう工夫をしている。観賞用金魚を飼育しエサや
りも入居者の役割として実施していただいてい
る。

リビングの北側にソファーを並べて置き、利
用者同士が談笑できることを大切にしてい
る。テーブルは大きいテーブルと小さいテー
ブルを広いリビングに設えて、利用者がゆっ
たりと過ごせるようにしている。座る場所はと
くには決めていないが、食事の時は食事介助
や利用者同士の関係に配慮して場所を決め
て、テレビを食事用のＢＧＭに変えて、ゆっく
りと食事が出来るようにしている。利用者が
餌をあげている金魚は、昨年卵を産み、稚魚
が育って、今は大きい水槽２台で飼育してい
る。リビングの壁や柱には利用者と作った季
節の装飾を飾り、毎月変えている。壁に飾ら
れているひまわりの花を、利用者に見立て
て、一輪ずつに写真が貼られ、親しみやすく
されていた。換気は常時窓を開け、温度・湿
度は機器で管理をし、空調や空気清浄機で
調節している。掃除は夜間に職員がおこな
い、衛生面にも気を付け、快適に過ごせるよ
うに心がけている。
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